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；,
こ

：
の

問®
に
か
ん
.す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
と
し
て
：外
池
正
治
氏
、「

英
国
産

.

'
業
化
過
程
と
小
エ
業
ド
達
目
亡
べ
き
卞
あ
る

0

.
 

' 

,
:

(
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.'

.

チ

ャ

ー

ル
X
•
ブ
ー
ス
ン
は
、：.

つ
ぎ
の
よ
ぅ
t-
い
：っ
.て
.い
冬
。

「

十
八
世 

紀
.に
は
.じ
凌
？
た
：『

產
業
箪
命』

，は
ス…

…

多
く
の
産
業
に
ー
い
そ
い
章
だ
：

•
に
お
こ
な
わ
れ
て

.い
る

0
あ
る
鹿
業
に
お
い
そ
は
、
そ
れ
は
始
ま
：っ
て
さ
え

. 

い
な
い
の
だ

」

と

(cilaHles 

w
o
a
h

; Life a
n
d
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u
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F
e
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n
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日
本
に
ぉ
け
る
西
洋
社
会
経
済
史
学
の
矶
究
の
動
向
が
、

4
い
ゎ
承
る
大 

塚
史
学
の
人
々
.に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「

封
.建
制
か
ら
資
本
主
義
：へ
の
移
行」

に
集
中
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
問
題
が
、

数
年
来
、
li
t

界
の
学
会
；で
の
一
大 

論
占1

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
成
立
の
本
質
的
理
解
の
た
.め
'に
，
 

絶
対
に
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。

し
か
■.し
資
本
主
義
成
立
期
の
問
題
と 

,
岗

時
^

泰

在

め

：
時

專

に

：
ぉ

い
 

年
以
後
の
時
期
一

r

の
研
究
も
、

忘
れ
ら
れ
て
は
.な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、 

'
'生
川
敗
治
氏
や一

尸
原
四
郎
氏
：に
ょ
づ
.
て
、
-：
ィ
ギ
リ
ス
：お
よ
び
ド
ィ
ツ
に
つ
い 

. K
.

の
と
の
問
題
に
か
ん
す
る
精
力
的
に
し
て
_す
ぐ
れ
た
：研
究
が
出
さ
れ
て
い 

:■
-

る
が
、

し
か

1>
ど
：れ
ら
；は
あ
く
ま
で
も
理
論
的
な
研
究
で
あ
り
、

理
論
的
研 

::
究
の
の
前
提と

：：

し
：て
-基
礎
的
な
業
績
と
も
い
ぅ
べ
き
社
会
経
済
史
的
研
究
は
、
..

わ

が

国

の

場

合

、
.
:
き

^

め
：て
例
外
的
で
し
か
：な
い

0(

こ
：れ
は
〃
社
会
経
済
史 

.'
■
学

派
//
.
'
:の
問
題
意
.識
に
：か
か
.わ
る
重
耍
な
問
題
で
は
：な
が
ろ
ぅ
か
。

(
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中
川
敬
.

1
,

郎

訳
、
T
 

. 

S
 

•

ァ
：シ
.ユ

ト

ン「

産

業

革

命

」
(

岩
 

:

狭
書
店V

I *
.
ハ
八
頁
以
下
。——

一
九
六 

一
•

丄
ハ
，

ー
四—

書

.

| ¥
'

海

道

進

著

『

社

会

主

義

企

業

経

済

学

』

• 

-

..

.

平

-
0
' 

0
 

子

「

経
済
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
社
会
が
そ
の
も
と
で
生
産
し
、
交 

換

し

、
ま
た
と
，れ
に
處
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
•
の

生

産

物

を

分

配

し

て

き

た

ぞ

の

条

件
. 

お
よ
ぴ
形
態
の
学
と
し
弋
の
経
済
学
！

か
よ
ぅ
な
広
い
意
味
で
の
経
済
学

」

：
：

は
、
今

後「

廣
本
主
義
的
坐
産
方
法
そ
の
も
の
の
内
部
で
作
り
出
さ
れ
、
し

か

'

も
か
よ
ぅ
な
生
産
方
法
に
よ
っ
て
は
も
は
や
制
御
さ
れ
え
な
い

.
尨
±
な

,
生 

産
諸
力
が
、
‘
一
つの

計
画
⑽

pの
た
め
に
組
織
さ
れ
た
社
会
に
掌
握
さ 

れ
て
、
全
社
会
成
員
に
、.そ
の
生
活
と
そ
の
能
力
の
自
由
な
発
展
，

A
J

の
：系
段 

を
、.
.
.
た
え
ず
^
⑽
す
る
a
®

で
保
証
す
るa J

と
を

..

の
み
待
た
れ」

「

つ
.
.つ
：あ
る

社

，
. 

会
主
義
社
会
に
お
い
て,:
,
:

P

は
一
じ
め
て
創
造
ざ
れ
る

」
(

い
ず
れ
も
^
*
〒
ン
ゲ 

ル
ス
、
称
要
訳
、.大
月
書
店
版
H
反
デ
：
H
丨

.リ
ン
グ
：論1—
七
|

八
頁
>
。
こ
れ
が
：、 

塵

妒

i

o'
M

i——
「

封
建
的
な
生
産
形
態.ぉ
よ
ぴ
交
換
形
態
の
議€>
:
::
' 

.

.批
判
で
始
ま
り
、
：
.資
本
主
義
的
な
形
態̂
よ

.

っ
て
そ
れ
办
.置
#.
か
.ぇ
.、ら
..れ
る
. 

必

靈

を

証

明

し

、
：そ
の
：の
ち
に
、
：栗

生

譲

な

坐

産

方

法

や

そ

れ

に

學 

る
^

^

や

の

諸

爾

：
：
：
を
論
述
し
、,最
後
.に
資
本
主
義
的
な
生
産
方
法
：

の
社
会
主
義
的
な
批
判
を
も
.

マ
て
結
論
と
す
る」

(

前
掲
書
七
頁)——

を
前
提 

卜
い,

階
級
の
消
滅
す
べ
き
社
会
主
義
社
会
，に

現

わ

れ

る

べ

き

「

経
済
学」

で 

あ
る
、

と
奢
え
ら
れ
て
.
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
現
実
の
社
会 

.

主
義
社
会
が
最
も
資
本
主
義
の
発
達
し
た
先
f

本
主
義
国
の
ぅ
ち
か
ら
で
な 

く

、'
後

進
資
本
お
義i
L
f
Jb
;
,

世
界
資
本
主
義
の#

も

弱

き

環

か

ら•

形
成
さ 

れ
た
た
め
に
，

(

レ
I

テ
ン
，

「

帝
国
主
義
論」)

、
，
古
典
的
な
社
会
主
義
社
会
の
経 

済
法
則
の
本
質
規
定
は
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
と
：し
て
も
、
現
実
に
は
い
ろ
い 

ろ
の.
理
論
的
課
題
が
続
出
し
た
。
小

経

営

様

式
•

生
産
手
段
の
小
私
有

Q

社
会 

主
義
的
組
織
化
で
あ
る
協
同
組
合
的
所
有
と
コ
，
ル
ホ
ー
ズ
企
_

コ
ル
ホ

ー

ズ 

企
寒
に.
お
け
る
労
働
の
社
会
的
性
格
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
と 

価
値
法
則
、
独

立

聲#

と
社
会
主
義
企
業
等
が
そ
れ
に
当
る
が
、

そ
の
解
明 

は
未
だ
：十
分
に
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

.

.

.

し
か
し
な
が
ら
ぞ
れ
ら
を

：

一
応
措
い
，て

所

謂「

社
会
主
義
八
止
業

」

一
般
を.

 

•
産
単
位
と
し
て
前
提
と
し
.
だ
抽
象
的
な
社
会
主
義
経
済
の
.再
生
産
構
造
を
考
え 

て
み
，る
と
資
本
主
義
社
会
に
お
：い
，て

科

学

と

し

て

成

立

し

た

「

経
済
学J

.

の
様 

式

、
或

い

は

分

析

方

法

を

そ

の

ま

ま

援

用

し

た

「

社
会
主
義
経
済
学」

©

謂 

俩

値

論

争
.%
ふ
く
，め
て>

'
が
成
立

|

^

> '
同
時

,̂

、
社
4
^

義
社
会
独
特
の
ジ
，
 

ャ
ン
ル
が
：存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な

わ

ち

T

あ
ら
ゆ
る
従
来
の
生
産
形 

態
-—

そ
れ
が
階
級
対
立
を
な
し
て
推
移
す
る
.
か
ぎ
り
I

」

に
共
通
す
る
メ 

力U
.1

ズ
*

「 (

部

掲

書
i

A

頁 
>.

を

贫

し

：
.
.
'資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
歴
史
的h
 

独
自
性
を
剔
取
し
て.
1~
経
済
学
を
务
水
齋
：の
自
然
法
則
に
^

^

さ
せ
ょ
ぅ
と
す 

る〈

デ
/
き
ー
ヴ
ン_
.

)

1 _
:
ブ
；ル
ジ
：
ョ
：ア

経

済

靈

^
:
系
を
ぅ
ち
た
て
る
こ
と



を
目
的
と
し
た
、
所
謂.

f

狭
義
：の
経
済
学」

fc
お
い
て
は
，
何
よ
り
も
資 

義
的
生
産
関
係
を
軸
と-じ
た
社
会
的
緣
賢#
の
再
生
産
機
構(

価
値
視
点)

が
そ 

の
^

^
対
象
で
あ
っ
た
。
従•っ
.て
そ
の
対
象
の
外
に
あ
っ
 

'た
を
^
カ
視
点
ぬ
立 

.つ
技
術
辱
、
企
業
組
織
、
更
に
個
別
資
本
の
立
場
と
し
て
、
：と
も
す
れ
ば
利
潤 

極
大
化
を
：め
ぐ
っ
；て
資
本
家
階
級
に
奉
仕
す
る
.も
の
と
し
.て
位
置
づ
け
ら
れ
か 

ね
な
い
生
産
管
理•
労
務
管
通
な
ど
が
、
：新
し
い
、
生
產
諸
手
段
が
社
会
に
解 

放
さ
れ
、..従
っ
て
階
級
の
消
滅
し
た
民
衆

 

ー_般

の

需

要(

使
用
価
値
視
点)

 ̂

0

え
る
計
画
経
済
の
支
配
す
る
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
.そ
れ
自
体
新
し 

い
経
済
学
の
研
究
対
象
と
し
て
現
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

.た
と
え
ばF

社
会
全 

体
の
た
え
ず
證
し
て
ゆ
く
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
欲
望
を
高
度
の
技
術
に
立
.， 

脚
す
る
社
会
主
義
的
生
產
：の
た
：え
ま
な
い
増
進
と
改
善
と
に
よ
っ
て
最
大
限
に 

満
た
す
よ
ぅ
に
保
障
す
る

」

バ
所
謂
社
：会
主
義
経
済
に
お
け
る
：基
本
的
経
済
法 

則)

た
め
に
は

、「

社
会
的
生
産
を
最
大
限
に
増
大
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
生
産
物 

一：単
位
あ
た
り
の
労
働
支
出
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
生
産
の
一
一
つ
の
基
ホ
^
要 

素
で
あ
る
労
働
力
と
労f

具
の
も
っ
と
も
合
理
的
な
結
合
の
仕
方

」
が
研
究 

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
過
程
で
は
生
産
の
専
門
化
、
生
産
構
造
と
配 

置
、
技
術
的
ノ
ル
マ
化
の
組
織、
' 生
産
期
間
、
霸
更
新
そ
の
他
の
最
も
妥
当1
 

な
方
法
、
管
理
と
計
画
化
で
は
工
場
内
計
画
化
の
原
則
、
技
術
的
経
済
的
計
画 

化
、
機
動
的
計
画
化
な
ど
が
対
象
と
.な
る
が
、
そ
の
場
合

「

重
要
な
意
義
を
も 

っ
て
い
る
の
は
、
企
業
の
総
生
産㈱
、
商
品
生
産
物
ハ.労
働
生
産
性
、
賃
金
水 

準
、
鉴
本
フ
ォ
ン
ド
と
流
動
プ
ォ
ン
ド
.の
利
用
、原
価
、
そ
の
他
の
経
済
的
技
術
、：
 

的
指
数
の
研
究
で
あ
る

」

と
い
う
。
本
書
は
、i

-

o

s

「

社
会
主
義
企
業

.

-

ぺ
 

一
o
一
一
.(

七 

一
二)

..

経
済
学
研
究'—
:

C

—*

九
.五
八
ー
年>

に
：続
1 >

弋
完
結
す
る
、
ぐ
未
開
拓
の
そ
の
分
野 

"

社

童
_

業
経
済
学
々
：
の
ー
方
法
論
的
究
明
に
他
な
ら
な
ぃ
。
.く 

註
1

/

_

島

種

典

著
.!「

社
会
：主
義
経
済
学1—(

ブ九五：八年

)

''
.

ぃ

.
す
で
に
著
者
は
、-:
前

著f

社
会
主
義
企
業
経
済
学
研
究

j

，に
お
い
て
、
ソ
同 

明
皿
に
お
け
る
部
門
経
済
学
の
方
法
論
争
に
つ
い
て
、
.
そ
の
方
法
論
争
発
生
の
内 

在
的
諸
条
件
、
部
門
経
済
学
の
体
系
、
方
法
論
争
の
主
要
論
点
、
企
業
経
済
学 

.0
.

論
®

な
ど
の
-
般
的
解
明
を
行
い
、
更
に
入
っ
てラロ

：：

モ
.フ
、
ゴ
ト
ロ
ビ
エ 

ル
、
ガ
ン
ジ
タ
ク
、
.カ
メ 

ニ
ツ
ェ
ル
、

コ
ン
ト
ロ
ビ
ッ
チ
、
ピ
シ
チ
ウ
リ
ン
、

ニ
キ
フ
.

/

ォ
ロ
：フ
、
：ス
タ
ド
'.
 

一
-チH

ン
コ
、
ベ
イ
ー

チ
ン
の
諸
見
解
を
系
統
的
に
整 

理
.し
.

た
上
で
そ
：れ
ら
.

.

「

社
会
主
義
工
業
企
業
経
済
学

」

に
対
す
る
否
定
的
見
解 

と
：そ
の
討
論
を
検
討
の
俎
上
に
の
せ
た
。
そ
し
て
社
会
主
義
企
業
経
済
学
の
対 

象
を
、
生
震
係
と
客
観
的
合
法
則
性
と
か
ら
考
察
し
、
社
会
主
義
工
業
企
業 

経
済
学
が
、
学
問
と
し
て
経
済
科
学
で
あ
：る

(

ゴ
' ト
ロ
ビ
：
ェ
ル
他)

か
、
技
術
的 

経
済
科
学
で
あ
る
：2
- メ
リ
ャー

ノ
.フ
他)

か
、
■
■
を
そ
の
論
争
の
過
程
で 

整
理
し
、r

般
的
結
論
を
導
い
た
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
ぅ
に
言
わ
れ
る

(

少
し 

長
い
.が
引
用
す
る
、「

社
会
主
義
企
業
経
済
学
研
究

」

：
二
四
〇
.頁
以
下)

。

:「
社
会
主
義
企
業
経
済
学
は
、
国
民
経
済
全
体
や
特
定
の
産
業
部
門
全
般
の
社 

会
的
生
産
諸
関
係
を
既
究
す
る
政
治1

学
や
部
門
経
済
学
に
よ
っ
て
一
般
的 

に
し
か
あ
る
い
は
部
分
的
に
し
か
規
定
づ
け
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
ま
っ
た
く
ふ 

れ
ら
れ
な
い
企f

部
.
.の
構
造
的
特
質
、
管
理.や
組
織
の
細
部
を
研
究
す
る0

こ
の
こ
と
は
政
治
経
済
学
と
部
門
経
済
学
と
企
業
経
済
学
と
の
研
^
内
容
に
お 

け
る
差
異
を
示
す
とと
も

に

、

企
業
経
済
学
め
学
問
的
成
立
に
対
す
る
独
自
の 

積
極
的
根
拠
を
与
え.る」

。
又

「

社
会
虫
義
企
業
経
済
学
は
、

社
会
主
義
企
業 

i

般
に
お
け
る
坐
産
関
係
の
側
面
の
特
微
七
本
質
を
究
明
す
る

」

。
従
っ
て「

そ 

れ
は
資
本
主
義
企
業
一
般
の
生
産
関
係
と
の
原
則
的
な
差
異
性
、
座
史
的
特
殊

' 

性
、
歴
史
的
本
質
を
明
ら
か
に
す
る

」

も
の
で
あ
る
0
そ

れ

故「

社
会
主
義
企 

業
に
お
け
る
経
済
的
経
営
的
諸
現
象
の
内
部
を
貫
徹
し
て
い
る
運

1)
^
則
：
.

客 

観
的
合
法
性」

が
そ
の
対
象
と
な
る
こと
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
罾
豸 

と
し
て
そ
の
学
問
的
性
格
に㈠
経
済
科
学
、
㈡
法
則
科
学
、
㈢
歴
史
科
学
と
い 

う
本
質
規
定
を
与
え
ら
れ
る
わ
け
で.あ
る
o

:.,

こ
の
ょ
う
に
社
会
主
義
企
業
経
済
摩
の
研
究
対
象
、
研
究
内
容
、
研
究
方
法
、 

学
問
的
性
格
な
ど
解
明
が
主
と
.
し
て
社
会
主
義□:
>
务
企
業
経
済
学
と
.の
関
連
で 

な
さ
れ
た
前
著
に
対
し
、
そ
の
後
鐘
と
し
て
社
会
主
義
工
業
企
業
経
済
学
の
： 

補
完
と
、_

こ
の
ょ
う
な
論
理
の
展
開
系
列
に
お

い

て
残
さ
れ
て
い
た
社
会
主
義，
 

農
i

業
経
済
学
と
一
社
会
主
義
商
業
 
<正
業
経
済
学
と
に
つ
い
て
方
法
論
的
解
明 

が

な

さ

れ

た

の

が

奮「

社
会
主
義
企
業
経
済
学

」

.
：

n
.

九
六
一
年
三S

な
の 

で
あ
っ
た
。
第
一
舞
社
会
主
義
企
業
経
済
学
は
サ
ク
サ
ガ
ン
ス
キ
ー
、

力
メ
ー
一 

ツ
エ
ル
、

コ
ン
ド
ロ
ビ
ッ
チ
、
ピ
シ
チ
ゥ
リ
ン

'の
'〃
社
会
主
義
エ
業
企
業
び
組 

織
と
経
済
に.
か
ん
ず
る
科
学"
の
内
容•
吏
に.
そ

の

応

用

科

学

の

検

對

。

第
一
一 

編
は
社
会
主
義
農
業
企
業
経
済
学
、
社
会
主
義
農
業
企
業
組
織
学
の
成
立
と
そ 

の
内
容
を
め
ぶ
る
諸
見
解
.C

ゲ.
丨.

ロ.
マ
.ン
チ

工
ン
，.コ.
、.
ト.
ユ
チ'.ン
、
' 

T 

—

 
.
.
 

ロ
マ
ソ
チ
工
ン
コ
、
コ
レ
ス

.
珎
フ)

と
そ
の
批
判
に
充
て
ら
れ
て
い
る0
更

に
'

.

'

書

評

，

.

第
三
篇
社
会
主
義
商
業
金
業
経
済
学
で
は
、
'社
会
主
義
商
業
企
業
経
済
学
と
社 

会
主
義
商
業
経
済
学
と.の
差
異
と
前
者
の
成
立.の
根
拠
、
そ

の

."組
織
と
技
術 

の
学
問
"
を
'め
ぐ
る
論
争
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

ノ.
 

'

■

■;
:
. 

_ 

* 

.

.

.

.

.
。
-
- 

, 

.

. 
-
I 

.
 

.
 

: 

. I 

. 

■ 

.

.

.

.

.

本
書
の
第一

の
、
.そ
し
て
：主
要
な
意
義
が
、
::
'
政
治
経
済
学
.

(

所
謂
社
会
主
義 

経
済
学
或
い
は
原
論
に当
る)

、

部
門
経
済
学(

社
会
主
義
工
業
経
済
論
、
農
業 

:経
済
論
、
商
業
学
等
各
論

)

'.

に
対
し
て
社
会
主
義
経
済
：に
お
い
て
新
た
な
体
系 

を
も
っ
て
現
わ
れ
た
社
会
主
義
企
業
経
済
学
な
る
分
野
を
方
法
論
的
に
確
定
し 

ょ

ぅ

と

し

たこ
と
に
あ
る
：こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
であ
る

。「

社
会
主
義
企 

業
経
営
の
四
〇
年
に
わ
た'る
.振
史
的
経
験
を
も
つ
ソ
同
盟
に
お
い
て
も
、
社
会 

主
義
企
業
経
済
学
の
方
法
論
の
体
采
的
研
究
は
い
ま
だ
統
一
的
な
形
で
公
刊
さ 

れ
て
.は
い
な
い」

(

序
文)

と

す
れ
ば
、自
由

な

口

シ

ア

語
の
駆
使
.に
支
ぇ
ら
れ 

る
そ
の
主
要
な
論
文
の
体
系
化
さ
れ
た
整
理
、
紹
介
、
吟
味
と
そ
の
検
討
の
一
応 

の
完
結
は
、，
我
が
国
に
お
.け
る
社
会
主
義
企
業
経
済
学
発
展
の
礎
石
と
も
又
そ 

の
：水
準
の
措
定'と
も
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
れ
は
又
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
一 

般
的
な
客
観
的
合
則
性
：

(

こ
れ
は
.社
会
主
褰
経
齋
学
の
対
象
で
あ
る)

の

矹
罾 

の
発
展
>
関
連
し
て
発
展
ず
べ
き"
社
会
主
義
企
業
に
固
有
の
特
殊
の
合
則
性
" 

の
研
究
と
し
丈
、
文
そ
の
統.一
的
理
解
に
立.つ
規
定
づ
け
と
し
て
、.
m
者
の
.研 

究
の
深
化
.•：

体
系
化
の
完
成
に
ま
つ
と
こ

>9,

も
多
く
、

又
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ 

吟
味
さ
れ
た
対
象
規
定
、
，研
究
内
容
と
そ

(

の
批
判
と
の
異
っ.た
論
理
系
列(

単 

に
異
っ
た

結
論
に
と
，ど
ま
ら
ず)

の
.体
系
化
が
待
た
る
べ
き
で
はあ
っ

て
も
、

1

0
三

，c

七1

三)



我
々
は
こ
の
極
め
て
豊
富
な
水
準
の
高
い
>
本
し
：て
：整
理
吟
味
さ
れ
た
理
論
群.、

:

の
提
示
.に
対
し
、
：
吸
収
し
思
考
す
る
豪
を
新
た
fc
:ぜ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ 

..
'
る
。
そ
の
問
題
は
莲
礎
的.で
あ
る
故
又̂

^
に
象
様
で
あ
る
の
で
以
下
関
心
：
 

を
特
に
強
め
た
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

.■ 

‘ 

‘ 

.

::

,

社
会
主
義
企
業
経
済
学
を
体
系
化
し
そ
れ
を
實
ぬ
く
論
理
の

M

i

^
u'
で 

6
修
撕
並
び
に
：^

-
！義

碧

学

と
.の

関

係

に

つ

，
い

て

。
'

■:'.
: 

;
.
:
,
■
:'
: 

::

.

社
会
主
義
企
業
経
済
学
の
対
象
な
い
し
そ
の
学
問
的
成
立
の
必
然
性
は
、
.
前 

著
と
本
著AJ

を
通
じ
て
著
者
が
：
/一：貫
し
て
追
求
さ
れ
た
中
心
点
で
あ
り
、
-;
-か
：の. 

否
矩
的
諸
見
解(

本
書
に
つ
い
ー
て
い
え
ば
ゲI
. 

ロ
マ
ン
.
チ
ェ
ン
コ、
..
|
-
ァ

ー
.

P
.

マ
ゾ
チ
ェ
ン
コ

)

へ'に
も

^

ら
ず
読
者
.の
多
く
は
す
で
に
本
稿
|
、-

で
述
べ
：た 

社
会
主
義
経
済
学
の
論
本
的
特
質
に
よ
り
、
著
者
の
主
張
'さ
れ
る
諸
点
を
納
得 

し
、

そ
の
存
立
の
妥
当
性
を
受
入
れ
る
.か
と
思
.わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

「

社
会 

:

主
義
の
，一
般
的
な
経
済
法
則
は
政
治
経
済
学
の
基
本
的
な
対
象
で
あ
る

」

§

ニ頁
： }

が
そ
れ
は
社
会
主
義
経
済
一
：.般
に
関
す
る
客
観
的
合
法
則
性
め
研
究
で 

あ
り
、
又
部
門
経
済
学
の
対
象
は
当
該
部
門
：

(

.工
業
、
農
業
或.い
は
商
業)

全 

体
に
関
す
る
合
則
性
であ
ら

て
社
会
主
義
企
業
の
も
つ

「

経
済
的
な
特
質」
に 

-

猫
づ
く
そ
れ
自
体
の
特
殊
具
体
的f

性
の
検
討
こ
そ
社
会
主
義
企
業
経
済
学 

の
分
野
で
あ
る
。

そ
れ
は
、-'
そ
れ
だ
け
み
れ
ば「

法
則
科
学」

或
い
は
'

「

理
論 

科
学」

.
又

「

柚
象
科
学」

(

こ
れ
ら
：.の
概
念
の
.再
檢
討
.は
.必
要
'で
あ
々
ぅ
と
•思 

わ
れ
る)

に
属
す
る
^

^
と
し

て
部
門
経
済
学
に含
ま.
れ
ぅ
る
よ

5

に
み
え
る 

が
、
実
は
そ
の「

研
绝
内
容
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
に
よって
柚
象
的
な
政
治
.，
 

経
済
学
と
こ
.と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
分
業
の
方
法
、
.労
働
生
産
性
向
上
.の

V
. 

V
. 

ニ
：0
四

.C

七
一
四)

.

;

方
法
、：

「：

賃
金
組
織
の
合
理
的
方
铸
ノ
ル'マ
.：の

養

方

法

、
生
産
組
織
の
合
理 

:
览

方

法

、
労
働
組
織
の
科
学
的
な
方
法> 
原
価
引
下
げ
の
方
法
な
ど

」

，

(

ニ
六 

,■
■:頁)

。
'文
と

；：の
：

r

社
会
主
義
金
業
に
お
け
る
鞋
済
現
象
の
背
後
を
貫
徹
し
で
い
る 

客
観
的
運
動
^
^
の
究
明
涔
そ
し
ち
そ
れ
は
総
伴
と
L

て

部
門
全
^

か
ら

把
握 

さ
れ
る
'
:一-:

般
的
性
格
が
らK
別
'さ
れ
る)

が

—I
社
室
義
企
業
の
技
術
的
^
用 

'■
'的
問
題
の
合
理
的
な
解
明
の
た
め
，の
前
提
条
件
で
あ
り
、

：

こ
の
合
則
性
の
把
握 

r
.ょ
.：マ
：て̂

用
的
問
題
の
科
学
的
解
決
が
可
能
に
な
る

J
.
C

ニ
七
頁〕

点
に
お 

.

ぃ
X

も
。
更
に
：い
え
ば
：

「

1

主
義
エ
|

業
の
活
動
全
部
が
：—*
般
法
則
の
み 

で
ず
べ
て
解
明
し
つ
く
ぎ
れ
る
も
の
で
.は
な
い
1—
:
.

(

三
1ー1
頁
>
の
で
、
そ

の「

一
 

般
法
則
以
外
の
そ
れ
ら
：の
個
別
的
部
分
的
な
特
殊
の
諸
法
則

J

-1
企

議

自

の 

合
則
性j.

•(

同
頁y

と
.そ
れ
に
基
く「

社
会
主
義
工
業(

農
業)

企
業
に
固
有
の 

発
展
© :

合
則
性j 

(

三
.四
頁)

.
が
_

象
で
あ
る
0「

企
業
経
営
に
は
^

|

®'
^

^
 

も
作
用
す
る
経
済
的
合
則
姓
，
経
営
の
諸
原
則
が
あ
り

」

、「

社
会
主
義
企
業
の 

経
済
的
運
動
法
則
は
た
ん
に
生
塵
の
経
済
的
合
則
性
に
つ
き
る

%■
の
で
：
は
な 

ぐ
、
そ
の
他
の
組
織
、
/
構
造
，
職
能
上
に
お
け
る
固
有
の
合
則
性
も
又
研
究
対 

象
と
な
る」

(

三
：七
丨
A
頁)

以
上
、
.所
謂
政
治
経
済
学
、
部
門
経
済
学
と
い
う 

ジ
；ャ
ン
.ル
と
は
別
な
分
野
が
社
会
主
義
务
务
紛
於
务
と
い
う
"
科
学
"

(

特
有 

の
対
象
'と
方
法
を
も
つ
も'の
，

)

の
成
立
を
必
然
化
す
る
、

と
い
う
の
で
あ
る 

(
力
メ 

一—
ッ
工
ル
、

コ
ゾ
ト
口
ビ
ッ
チ
、

ピ
シ
チ
ゥ
リ
ン
の
意
見
を
著
者
は
同

意
し
、
主
張
のT

部
内
容
と
さ
れ
た
と
考
え
る〕

。
す
な
わ
ち
所
謂
理
論
経
済
学 

と
しV
の
社
会
主
義
経
済
学

C

 I

参
照)

と
経
営
学
範
疇
に
属
す
る
諸
論
の
具
体 

的
統
'一
と
技
術
学
の
援
用
を—

す
る
ょ
う
な
、
そ
し
て
ぞ
の
い
ず
れ
も
そ
の

丨ハ ‘ :

論
理
体
系
と
し
て
は
凡
て
を
ふ
く
み
え
な
.

4

よ
う
な
、
社
会
主
義
経
済
特
有
の 

ジ
ャ
ン
ル
の
要
請
す
る
論
理
体
系
め
学.と
1

て
の
成
立
根
拠
の.解
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
学
問
的
成
立
の
容
認
の
上
で
社
会
主
義
企
業
経
済
学

^
 

独
自
の
科
学
と
し
て
体
系
づ
け
、
そ
れ
を
貢
ぬ
く
論
理
な
い
し
そ
の
論
理
の
経 

済
学
と
し
て
の
性
格
が
、.こ
れ
程
ま
で
.の
諸
見
解
の
紹
介
.
整
理
を
通
じ
て
な 

さ
れ
た
著
者
の
存
立
の
主
張
の
中
か
ら
か
す
ん
で
み
免
る
の
は
、，
新
し
い
ジ
ャ 

X

ル
に
お
け
る
.

「

学
の
統
一
.的
体
系
化
の
末
成
熟

」

：に
よ
る
未
確
立
の
た
め
な 

の
で
あ
ろ
う
か0
た
と
え
ば
:'「

社
会
主
義
農
業
企
業
経
済
学
を
部
門
経
済
学
で 

あ
る
農
業
経
済
学
か
ら<錄

す

る

こ

と

は

不

必

要

、.不
乱
然
な
こ
と」

で
あ 

り
、「

部
門
は
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
企
業
の
機
械
的
な
単
な
る
結
合
体
で
は 

な
く
、
企
業
の
組
織
的
な
統
一
体
で
あ
っ
て
、
部
門
の
発
展
の
合
則
性
は
同
時 

に
そ
の
部
門
の
個
々
の
企
業
に
も
作
用
し
、
そ
の
発
展
.の
合
法
則
性
と
も
な

>

 

: 

て
い
石」

(

四
二
頁)

と
い
う
ゲ
ー
•
ロ
マン
チ
ェ
ン
コ
說

に
対
し
て「

国
民
経 

済
の
特
定
の
部
門
の
発
展
法
則
と
は
別
に
、
企
業
の
発
展
，の
！

!

^

卿̂
が
あ
る」 

(

傍
点
.引
用
者)

と
す
れ
ば
、

そ
の
経
済
法
則
：は

〔

所
謂
社
金
主
義
経
済
学
な 

い
し
経
済
理
論
の
対
象
で
：ない
と
し
て

い
か
な
る

.'「

分
析
の
メ

ス
ど
■し

て
の
方 

法
論」

，.に
よ
つ
：て
极
わ
れ
る
の
か
、
一
た
し
か
：に
ソ
フ

ォ
ー
ズ
と
コ
ル
ホ.
丨
ズ
' の

：
 

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
発
展
の
様
式
は
、
社
会
主
義
農
業

1

般
の
問
題
と
し
て
同 

一
視
す
る
こ

と
は
出
来
な
いが
、

そ
め
発
展
の「

齡
を
や
办
分
於」

の
た
め
で 

あ
れ
ば
、
あ
た
か
も
資
本
主
義
社
会
に
お
げ
る
独
占
的
大
企
業
、

.中
小
企
業
、

. 

企
業
以
前
办
家
族
労̂

^
小
経
営
に
そ
れ
ぞ
れ
独
商
の
発
展
を
許
し
な
が
ら
、

.'

:

そ
れ
を
分
析
す
る
メ
ス.は
/「

資
本
論」

：体
系
に
よ
：つ
て
：与

え

ら

れ

た

の

論
 

書

.

:

,評

'

.

理1

般
の
体
系
的
適
用
そ
の
：も.の
で
あ
っ
た
と®

な
事
情
が
存
在
す
る
箬
で. 

は
な
い
'の
か
。
し
.た
が
っ
.て
そ
の
：

「

側
面」

で
は
な
く
当
該
企
業
、
た
と
え
ば 

食
料
品
生
産〈

止
業
と
：か
、
製
鉄
企
業
、

f

業
企
業
で
，い
え
ば
牧
畜
企
業
そ
れ
自 

体
の
構
造
分
析
と.の
1

で
前
記
の
ょ
う
な
独
自
の
-ジ
ャ
ン
ル
を
考
え
る
と 

き
、：
社
会
主
義
：̂

^

必
経
济
学
的
分
歡
視
角
と
も
い
う
べ
き
仕
方
の
分
析 

の
メ
ス
と
し
て
想
定
す
べ
き
論
理
体
系
は
如
何
な
る
も
の
.か
、
こ
れ
だ
け
の
問 

題
の
，設
定
な
い
し
研
究
対
象
の
限
笼
で
も
十
分
な
認
識
が
え
ら
れ
な
い
ょ
う
な 

気

の

す

る

の

は

で

あ

ろ̂

か
。
そ
れ
，は
一
：つ
は
社
会
主
義
企
業
の
経
済
令 

的
解
明
、‘

く
に
社
会
主
義
的
独
立
餐
制
の
歴
史
的
性
格
を
め

V

っ
た
理
.論 

づ
け
、.
又
国
営
企
業
に
対
す
る
：コ
や
ホ
ー
ズ
企
業
の
性
^

の
^

g

が
十
分
に
な 

さ
れ
、

資
本
主
義
企
茱
に
対
す
る
対
比
が
、
社
会
主
義
経
済
の
体
系
的
理
論
的 

.
分
析
の
中
で
位
置
づ
け?>
-
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く?>
-
の
で
は
な
い
か
。
す 

な.
わ

ち

.
、こ
の
著
者
の
い.
わ
れ
る
、
：
社
会
免
義
経
済
に
か
ん
す
る
政
治
経
済
学 

_

に
.お
.け
る
社
会
主
義
企
業
の■経
済
理
論
的
解
明
か
ら
社
会
主
義
企
業
経
済
、
 

_
学
の
経
済
学
的
分
析
は
出
発
す
べ
き
だ
し
、
更

に

「

社
会
主
義
農
業
八
土
業
経
済 

学」

：
：は
社
会
主
義
経
済
に
ハ
お.け
^

(

す
：な
.わ
一
ち
部
門
経
资
字

)

八
資
本
主
義
経
済
仁
权
け
る
そ
れ
と
異
、
て
い
る

〉 

を
理
論
的
基
盤
と
し
て
持
？
て
い
な
く
.て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
関 

係
が
.袖
象
的
に
前
提
さ
れ
で
い
る
で
あ
ろ
う
'ど
し
で
も
、
そ
れ
な
し
に
研
究
対 

象
の
讓
が
令
さ
れ
、
：学
と
：レ
て
：成
立
：の
可
否
が
：

.

「

科
学
論」

と
し
て
行
わ
れ 

:

た
と
と
ろ
^
、i

の
方
法
論
の
真
体
的
霧
の

)

メ
へ
ス
と
し
て
の
論
理
が
肉
化
し 

て
認
f

れ
に
ぐ
VV
理
由
の
.

r

端
が
あ
る
の
で
ば
な
か
ろ
う
か
。
：
更
に
こ
の
問

:

:

.

:

l

o
五

.
ハセ一五り



題
と
：が
ん
れ
ん
し
て..P

社
会
生
義
企
業̂

^

学」

.
の
；問
題
が
：あ
る
が
、
,
紙
数
の
、
 

.都
合
で
割
愛
す
る
こ
と
と.1
.
た
0

.

(

経
常
学
叢
書1 4

、
.
森
山
書
店
、
A

5

、
1

八
五
頁
、
四
八0

£
!)

：
 

：
.：

-

ー'
:.
袁

芘

一

郞

著
.『

独

占

理

論

の

研

究』

.
'

ぐ
：：

井

：

「

村

：

喜

？

代V

子

V
'

.

.

.

.

• 

.

.

. 

; 

: 

• 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.本
書
は
白
杉
芘
一
郎
氏
が
過
去
数
年
間
：に
わ
た
？
て
発
表
さ
れ
て
き
た
多
く 

の
諸
論
文
に
、
ニ
つ
の
覚
え
書
と
か
な
り
.の
付
註
を
く
わ
え
て
出
版
さ
れ
た
も 

の
で
あ
る
。

ま
ず
本
書
の
構
成
を
し
め
す
と
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

.■;

.

第
一
章
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の.剰
余
価
値
の
法
則
。
^

第
二
章
異
説
と
批
判
に
答
え
て
ハ
平
瀨
朽
之
吉
氏
、
重
田
澄
男
.
氏
に
た
.ぃ 

す
る
反
批
判

)

第
一
ニ
章
独
占
利
潤
の
差
額
地
代
的
性
格
に
関
連
し
て

(

宇
野
弘
蔵
氏
、.
.向
. 

坂
逸
郎
氏
の
所
説
の
検
討
を
中
心
と
し
て
特
別
剰
余
価
値
、
差
領
地 

代
の
考
察)

.

第
四
章
最
近
に
お
け
る
独
占
肯
定
の
諸
理
論
ハ
、ゾ
ュ
ム
ぺ

r

ター

、
■
ド
ラ 

ッ
カ
I

、
ギ
ヤ
ル
ブ
レ
イ
ス
の

.独
占
論
の
批
判

〉

:
/
 

t

〇
，六 

'
:

(

七
一
六)

'

(

.既
発
表
論
文
の

.

1

部
に
っ
い
て
は
ノ
す
で

^

部̂
久
歳
氏
ノ
平
爾
巳
之 

'.
,
.吉
氏

、
-:
:
-重
田
澄
男
氏

.等
'に
ょ
る
批
判
が
行
な
わ
，れ
て
お
り
、:

本
書
に
は
、 

■そ
れ
、ら
に
.た
.い
す
る
白
杉
氏
の
.解
答
も
ふ
く
，ま
.れ
.て
い
る

0)

.

-

_さ
て
、* .

稿
で
.
は
.全
体
の
.紹
介
は
さ
け
、
：
独
占
利
潤
の
本
質
、

'

源
泉
に
か
ん.. 

す
る
自
杉
氏
の
見
解
の
特
徵
を
紹
介

>

 

検
尉
す
るi

j

と
に
主
眼
を
お
き
た
い
。 

な
ぜ
.な
ら
、
：
本
書
に
お
：け
る
独
占
理
論
の
研
究
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、

い
わ
ば 

_

利
潤
の
本
質
、''-
源
泉
の
原
理
的
解
明
ヤ
：あ
り
、
：
諸
学
説
の
検
討
、
批
判
も 

も
っ
ぱ
ら
こ
の
視
点
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、

塞
！！

全
体
の
特
徴
や
意
義 

は
、.：.：ひ
と
え
：に
独
占
利
潤
の
.本
質
に
か
ん
ず
る
白
杉
氏
の
見
解
の
特
徴
や
正
当

性
の
'如
何
に
か
か
ら
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

-

... 

.
'
.
.
\
. 

. 

•
.

X 

X 

X

白
杉
氏
が
独
占
利
潤
論
の
展
開
を
意
図
さ
れ
た
ゆ
え
ん
、
そ
の
展
開
の
基
礎 

に
あ
：る
問
題
意
識
は
、
つ
ぎ
の
ょ
：ぅ
な
従
来
の
見
解
に
た
い
す
る
批
判
に
あ
る
。

.

第
一
；
は

、

独

占

的

舞

過
利
潤
を
、,

「

生
産
過
程
的
搾
取
に
も
と
づ
く

独
特
の 

源
泉
を
も
つ」

(

本
書.
四
六
：頁
ゾ
..も
の
と
し
て
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い 

ぅ
こ
と
：で
あ
る0

従
来
、
一
般
：に
は
響
利
潤
の
形
成
を
、
独
占
価
格
に
よ
っ 

て
、

労
働
者
、

独
占
化
さ
れ
て.い
な
い
生
産
部
門
の
資
本
家
、

小
商
品
生
産 

者
、
.あ
：る
い
；■は
植
民
地
/
.，
従

属

国

.の

生

産

者

や
労
働
者
を
収
奪
す
る
こ
と
と
し.
 

て
説
明
す
る
傾
苘
が'支
配
的
で
あ
っ
た
：が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
白
杉
.氏
は
、
こ 

の
ょ
ぅ
な
流
通
過
程
を
通
じ
て
め
収
奪
が
独
占
利
激
の
一
.部
を
な
す
こ
と
は
明 

ら
か
で
ぁ
を
が
、
そ
れ
を
独
占
利
潤
の
す
べ
て
•
独
占
利
潤
の
本
質
と
み
な
す

こ
と
は
で
き
な
いと
さ

れ

る

'0
白
杉
氏
に
よ
れ
ば
、

独
占
利
潤
.の
基
本
的
部 

分
は
、
あ
く
ま
で
も
、
独
占
資
本
そ
れ
自
身
の
生
産
過
程
に
基
因
す
る
も
の
と 

し
て
把
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
も
し

独
占
利
'潤
を
流
通
過
程
を
通
じ
て
の
収
奪
に
よ
る
も
の
と 

し
，て
把
え
る
な
ら
ば
、

「

独

占

謂

は

、
.利
潤
一
般
の
場
合
と
異
な
り
、

剰
余 

#■
値

の

法

則

の

.

.
-
支

配

を

う
け
な
い
こ
と
.に
な
る
で
あ
ろ
う
。
：
そ
う
い
う

見
方
. 

は
、
独
占
価
格
を
価
値
法
則
か
ら
絶
縁
す
る
見
方
に
相
即
す
る

」
(

三
九
頁) 

か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

T

独
占
利
潤
の
皆
本
的
な
源
泉
が
.生
産
過
程
に
あ
る
こ
と
が 

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
、
独
占
資
本
主
義
の
：流
通
主
義
的
な
ら
び
に
帝
国
主 

義
的
な
寄
生
と
頹
廃
だ
け
が一
面
的
に
強
調
さ
れて
、

そ
の
反
面
に
お
い
て
そ 

れ
が
そ
.の
.傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産
力
を
進
歩
さ
.せ
る
こ
と
に
，よ
り
社
会
主. 

義
を
糧
し
つ
つ
あ
る
侧
面
が̂

^
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る

」
(

ニ
，
 

頁
、
傍
点
白
杉
氏)

か
ら
で
あ
る
0.
独
占
段
階
に
お
い
て
も
独
占
は
生
産
力
の 

向
上
を
促
す
面
を
強'<
も
っ
.て
い
る
.と
い
う
こ
と
、
と
れ
が
白
杉
氏
の
'い
ま一

 

つ
の
問
題
意
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
^
強
く
支
え
ら
れ
て
、
以
下 

の
ご
と
き
特
徴
あ
る
独
占
の
本
質
論
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

' .V

X 

X 

X

.
、.
. 

• 

■
 

:
\

独
占
^

^
の
本
質
、
源
泉
に.か
ん
す
る
白
杉
氏
の.特
徵
あ
る
見
解
は
、

つ.ぎ
. 

の
ご
と
き
諸
命
題
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
'

，
⑴

工
業
生
摩
に.お
い
て
も
、
生
産
量
が
社
会
の
欲
望
に
適
合
し
て
い
る
か

ぎ

り

、
，
短

期

的

に

は
、

限
界
的
.な

「

諸
条
件
の
.も
と

で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
個 

別
的
価
値
に
む
か
っ
て
、
_

揮
の
商
品
を
を
罾
す
る
す
べ

て
の

生
産
者
の
個
別 

的
価
値
が
平
準
化
さ
れ
る
で.い
い
か
え
る
と
、
こ
こ
で.は
平
均
原
理
.で
は
な
く 

て
限
界
原
理
が
支
配
す
る
。
そ
し
て
限
界
以
上
の
生
産
諸
条
件
を
も
つ
す
べ
て 

の
生
■
者k

、
；

特
別
剰
余
価
値
の
形
で.、
.一
種
の『

虚
偽
.の

社

会

的

覆』

が 

帰
属
す
る
。

」
(

一
七
，頁)

ヾ(

こ
の
限
界
原
理
の
支
配
と
い
わ
れ
る
も
の
の
内
容 

は
、
後
に
指
摘
する
ご
と
く

不
明
確
で
あ
る

0)

こ
の
か
ぎ
り
で
は
 

' 農
業
に
お 

い
て
、，
差
額
地
代
と
い
ぅ
形
態
で

「

虚
偽
の
社
会
的
価
値

」

が
発
生
す
る
の
と

異
な
ら
な
.い
。.

• 

, 

•
- 

,

(2
)

自
由
競
争
の
支
配
的
な
段
階
に
お
い
て
は
、
農
證
産
物
以
外
の
一
般 

商
品
で
は
、
優
秀
な
生
産
方
法
の
普
及
に
と
も
な
い
、
特
別
剰
余
価
値
は
消
失 

す
る
た
め
、，
特
別
剰
余f

は
個
別
的
.
経
過
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
方
法
の
革
新
に
よ
る

生
産
i

の
巨
大
化
に
と
も
な 

い
、
優
秀
な
生
産i

の
導
入
が
制
約
さ
れ
、
競
争
が
制
限
さ
れ
る

よ

ぅ

に
な 

る
と
、r

新
し
い
生
産
方
法
に
も
と
づ
く
特
別
剰
余
®

は
©'
免

必

い

か

レ

か
 

る
傾
向
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
特
別
剰
余
雷
は
M '
か

扑

瓢

会
と
な 

る
。
相
対
的
剰
余
価
値
の
生i

程
に
見
ら
れ
る
特
別
剰
余i

の
生
産
は
、 

新
し
い
生
産
方
法
を
 

一
.

に
独
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で 

あ
る
が
、
独
占
的
剰
余
価
値
の
生
産
は
こ
の
一
.時
性
を
止
揚
し
、
特
別
剰
余
価 

値
の
生
産
を
固
定.す
る
.と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。

」
o

一
 

七
頁
、

傍
点
白
杉
氏。) 

「

独
占
！
：̂
は
莶
本
的
に
.は
、

地
代
と
お
：な
じ
く
、

.特
別
剰
余
i

.
の

固

定

し


